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※左のQRコードからアクセスする
ことができます。
まちだの新たな学校づくり 検 索

　審議会日程や使用した資料、議事録、アンケー
ト報告書などは町田市ホームページに順次掲載
していきますので、ぜひご覧ください。

地域の核となる学校に！！

放課後活動が充実！！

統廃合
すると…

2044年度までに
築60年の学校55校

老朽化した学校

2040年度までに
約30%減少

子どもの減少

教育環境が充実！！

「（仮称）町田市新たな学校づくり推進計画」審議スケジュール

未来の子どもたちにより良い教育環境を未来の子どもたちにより良い教育環境を未来の子どもたちにより良い教育環境を未来の子どもたちにより良い教育環境を未来の子どもたちにより良い教育環境を
2040年度に向けた新たな通学区域と新たな学校づくりの議論を進めています2040年度に向けた新たな通学区域と新たな学校づくりの議論を進めています

お問い合わせ 教育総務課　☎ 042・724・2172まちだの新たな学校づくりって何だろう？

通学区域（中学校区） 通学区域(小学校区)

町
田
地
区

9 町田第一中学校
13 町田第一小学校

14 町田第四小学校

10 町田第二中学校 15 町田第二小学校

16
・町田第六小学校
・高ヶ坂小学校
・南大谷小学校11 南大谷中学校

17 町田第五小学校

12 ・町田第三中学校
・山崎中学校

18
・町田第三小学校
・本町田東小学校
・本町田小学校

19 七国山小学校

南
地
区

13 南中学校
20 南第一小学校

21 ・南第三小学校
・南第四小学校

14 つくし野中学校
22 ・つくし野小学校

・南つくし野小学校
23 鶴間小学校

15 成瀬台中学校 24 ・成瀬台小学校
・成瀬中央小学校

16 南成瀬中学校
25 ・南第二小学校

・南成瀬小学校
26 小川小学校

通学区域（中学校区） 通学区域(小学校区)

堺
地
区

1 ・堺中学校
・武蔵岡中学校

1 ・相原小学校
・大戸小学校

2 小山ヶ丘小学校

2 小山中学校
3 小山小学校

4 小山中央小学校

忠
生
地
区

3 ・忠生中学校
・小山田中学校

5
・忠生小学校
・山崎小学校
・図師小学校

6 ・小山田小学校
・小山田南小学校

4 木曽中学校 7 ・忠生第三小学校
・木曽境川小学校

鶴
川
地
区

5 鶴川中学校 8 ・鶴川第一小学校
・大蔵小学校

6 鶴川第二中学校
9 ・鶴川第二小学校

・鶴川第三小学校
10 三輪小学校

7 真光寺中学校 11 鶴川第四小学校

8 ・薬師中学校
・金井中学校 12 ・金井小学校

・藤の台小学校

日 程 まちだの新たな学校づくり審議会
新たな学校づくりのあり方検討部会

2020年10月～
2021年1月

アンケート調査、意見募集結果をもと
に、新たな通学区域のあり方などを検
討。

①新たな学校づくりの基本理念
②新たな学校づくりの基本方針
③学校施設機能のあり方

2021年2月～ 3月 「(仮称)町田市新たな学校づくり推進計画」

2021年4月 審議会答申
　「(仮称)町田市新たな学校づくり推進計画」答申	

2021年6月 教育委員会
　「(仮称)町田市新たな学校づくり推進計画」策定	

2040年度の
通学区域はどうなる？

審議状況を詳しく確認するには？審議状況を詳しく確認するには？

2040年度町田市立学校の2040年度町田市立学校の
新たな通学区域新たな通学区域
（アンケート調査案）

　2020年6月に実施したアンケート
調査・意見募集では、新たな通学区域
（アンケート調査案）を示してご意見を
伺いました。
　通学区域や新たな学校づくりについ
て、2,572人と6団体から延べ6,921
件という多数のご意見をいただきまし
た。ご協力いただきありがとうござい
ました。
※この案では、通学区域統合の検討対
象校の組み合わせのみ「○○小学校・
○○小学校」という形で示しています。
学校名を示す順番は、原則として各地
区における学校の創立順に示していま
す。

計画はいつごろできる？

　教育委員会では、児童・生徒数の減少（2040年度までに約30％減少）や学校施設の老朽化（耐用年数60年を迎える55校の更新費用約2,600億円）
を契機として、未来の子どもたちにより良い教育環境をつくるために、2020年5月に「まちだの新たな学校づくり審議会」を設置しました。
　審議会では、2020年6月に「2040年度の新たな通学区域（アンケート調査案）」を示してアンケート調査と意見募集を実施し、学校統廃合を含め
た新たな通学区域について、いただいたご意見をもとに議論を進めています。
　また、学校統廃合を行う際に建設する新たな学校について、「学校教育の場（未来の学校教育の変化に対応できる学校施設）」、「市民生活の拠点（例：
防災、地域活動、スポーツや生涯学習の拠点）」、「放課後活動の拠点（例：学童保育、放課後子ども教室、部活動など）」の将来像を見据えた学校施設
整備のあり方についても、アンケート調査・意見募集でいただいたご意見をもとに議論を進めています。




